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	株式会社ＣＥホールディングス（以下「ＣＥＨＤ」という。）は、平成25年３月31日現在で当社議決権の27.47％を所有する当社の関係会社（その他の関係会社）に該当し、当社は同社の持分法適用会社であります。
	当社とＣＥＨＤは、ヘルスケア関連サービスの事業化推進を目的として、資本・業務提携に関する合意書を締結しております。
	また、当社とCEHDは、平成25年４月18日付にて、当社とＣＥＨＤの合弁で、当社の持分法適用会社（議決権比率49％）となる株式会社ＣＥリブケアを設立いたしました。
	なお、当会計年度（平成25年３月期）において、当社とＣＥＨＤとの取引関係等について、関連当事者との取引として開示すべき事項はありません。
	また、当社は、ＣＥＨＤより取締役を招聘しており、平成25年６月25日現在で当社取締役８名のうち２名がＣＥＨＤの役員であります。
	ＣＥＨＤは、医療機関向けの電子カルテシステム開発事業及び医療情報システム受託開発事業を営んでおり、当社と事業内容が異なることから、当社の事業活動を阻害される状況はありません。また、当社は、ＣＥＨＤと緊密な協力関係を保ちながら事業を展開する方針でありますが、ＣＥＨＤから当社の事業活動における制約はなく、独自の経営判断を妨げるものではないことから、一定の独立性が確保されている状況にあるものと認識しております。
	支配株主等との間に、開示すべき重要な取引はないため、記載を省略しております。
	当社は、支配株主との取引等を行う際には、主に取引されている市場等の客観的な情報をもとに、一般的な取引条件と同様に合理的な決定を行い、少数株主に不利益を与えることがないように適切に対応しております。

